
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 

学 校 名 中津川市立西小学校 

 実 施 期 間 平成２６年７月～平成２７年２月（発表の場は，１１月２日（日）） 

 

実 施 概 要 

・中津地区災害対策協議会との共催による「中津川エクスカーション」 

（西小担当「中山道エクスカーション」） 

・６年生が親子行事として取り組み，地域の方や保護者も参加。 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   ■歴史   ■文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ■成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  ■地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者       ９５ 人 
計 １１５ 人 

地域関係者       ２０ 人 

 
実 施 状 況 

・「総合的な学習の時間」をつかって，郷土の歴史（中山道やその周辺の

旧跡）について学ぶ。 

・中山道歴史資料館を見学し，資料館の方から中山道中津川宿について話

を聞く。 

・校外学習活動を活用し，実際に中津川宿周辺で取材活動を行う。 

・中山道エクスカーションの行事について理解し，班ごとに調べたい旧跡

を決定し，調べたことを元に発表原稿を作成して練習する。 

・市や国交省の協力を得て「中津川エクスカーション」に参加。中山道沿

いの旧跡等で，一般の方や保護者に向けて調べたことを発表する。 

 
成果及び課題 

・身近にある地域の歴史について，自ら調べたことを発表することを通し

て，地域を愛する心情を育てることができた。 

・自分達が調べたい旧跡の歴史について，一人ひとりが課題意識をもって

調べることができた。 

・声の大きさや間の取り方など，聞く人を意識した発表練習ができ，伝え

たいことを分かりやすく話すことができた。 

・児童自ら，東小や南小，中山道歴史資料館等を訪れ，案内を配布したり，

見回り散歩活動の方に案内を手渡したりして，子ども達の手でエクスカ

ーションを盛り上げることができた。 

・大勢の人の前で，堂々と発表する姿，自分達の調べたことを，手法を工

夫して発表する姿を褒めていただけた。 

 


